
●発行所　刈谷市新栄町3-26　刈谷商工会議所（電話21-0370㈹）　●編集兼発行人　三品康雄　●印刷所　松栄印刷株式会社　毎月1日発行　定価　一部金150円（年会費に含む）

平成27年１月１日発行（毎月1日発行）第751号

VOL.751

1
2015.1

□申込受付　ご聴講希望の方は下記申込書にてＦＡＸ24 - 6049まで
お申込下さい。

□定　　員　３００名（定員になり次第〆切ります。）
□問い合せ　担当　加藤・市古まで　電話２１－０３７０
□主　　催　刈谷商工会議所・公益社団法人刈谷法人会刈谷支部・刈谷

青色申告会
□後　　援　刈谷市

□日　時　平成27年１月22日㈭　３時30分（講演会終了後）～５時30分
□場　所　刈谷市産業振興センター４階　４０１会議室
□参加費　お一人様 ２，０００円（当日受付にて承ります）

　新春経済講演会終了後に賀詞交歓会を開催致します。
　この賀詞交歓会には、当所議員・会員はもとより､ 刈谷市長・地元選出の国会議員･
県議会議員をはじめ、市議会議員､ 国の出先機関､ 県･市の関係者等の皆様方にご臨席
を賜わり､ 地域経済界の一層の交流と新年のご懇談をいただくため、開催致します。

演　題 『ニュースから見える経済、見えない経済』

　同志社大学法学部卒業後、中部日本放送（ＣＢＣ）入社。
　放送記者として事件・司法・政治・行政・経済など取材し、ＣＢＣ『ニュースワイド』キャスター、東京報
道部長を経て現在は株式会社ＣＢＣテレビ論説室長を務め、多方面で活躍。

プロフィール

場　所 刈谷市産業振興センター７階小ホール

日　時 平成27年１月22日㈭
開場／午後１時30分より
講演／午後２時～３時30分

講　師 株式会社ＣＢＣテレビ 報道・番組総局論説室長
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新春経済講演会【第１部】

聴講
無料

賀詞交歓会【第２部】商工会議所会員様限定
スペシャルゲスト！
経済講演会講師
石塚元章氏も参加されます。

新春経済講演会・賀詞交歓会開催
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会　頭　太　田　宗一郎
副会頭　宇佐見　一　美
　〃　　鈴　木　　　豊
　〃　　鈴　木　文三郎
専務理事　三 品 康 雄
常議員　浅 井 　 毅
　〃　　池　田　裕　幸
　〃　　市　川　裕　大
　〃　　伊　藤　定　男
　〃　　岡　本　　　巧
　〃　　奥　野　雅　世
　〃　　加　藤　俊　二
　〃　　加　藤　貴　紀
　〃　　加　藤　信　彦
　〃　　加　藤　英　樹

常議員　川　瀨　廣　正
　〃　　鬼　頭　俊　行
　〃　　小　林　祥　浩
　〃　　近　藤　純　子
　〃　　近　藤　哲　夫
　〃　　柴　田　一　良
　〃　　嶋　津　孝　久
　〃　　白　川　泰　士
　〃　　杉　浦　世志朗
　〃　　杉　本　篤　哉
　〃　　関　　　淳　之
　〃　　豊　田　浩　正

常議員　内　藤　　　昇
　〃　　仲　村　和　彦
　〃　　野　呂      徹
　〃　　羽　賀　象二郎
　〃　　松　井　秀　仁
　〃　　松　下　恭　規
　〃　　盛　田　高　史
　〃　　森　　　雅　博
　〃　　山  内      潔
　〃　　山　本　雅　章
　〃　　山　下　　　智
監　事　室　殿　　　豊
　〃　　中　村　美智雄
　〃　　杉　浦　芳　一
　　　　　　〈五十音順〉

迎 春

年 頭 の ご 挨 拶
刈谷商工会議所
会　頭　太田宗一郎

新年、あけましておめでとうございます。

平成27年の新春を迎え、謹んでご挨拶を申し上げます。

旧年中は、会員並びに関係各位の皆様に、当商工会議

所の事業活動に対しまして、多大なご支援とご協力を頂

き、心より厚く御礼申し上げます。

さて、最近の我が国経済は、金融緩和を契機とした円

安、株高の進行や公共事業拡大等により、企業収益・雇

用の改善が進み、全体としては景気回復傾向にあります。

しかしながら、消費増税以降の個人消費低迷、円安に

よる原材料高、少子高齢化の急速な進展など、中小企

業・小規模事業者にとっては、依然として、厳しい経営

環境が続いております。

このような状況の中で、当商工会議所としましては、

企業の経営環境の変化や地域情勢を見据えながら、実効

ある事業を着実に推進していきたいと考えております。

具体的には、個々の企業が現場で抱える経営課題の解

決に向けて、直接専門家を派遣する「刈谷モノづくり大

学」、市民を対象に、商人（あきんど）を講師に招き、

個店のスキルアップや集客力向上を目的とした「かりや

商人大学」などを柱とした事業の充実・拡大を図って参

りますが、加えて、人口減少社会を迎え、地域が活力を

維持し、成長していく為の「ひと（育成・就活等）」に

焦点を当てた取り組みを強化していきたいと考えており

ます。

また、地域を代表する総合経済団体としての役割を再

認識した上で、活力溢れる地域社会の実現に向けた取り

組みとして、行政・関係諸団体へのインフラ整備、各種

政策に関する「要望・提言活動」や街頭犯罪抑止や交通

安全を目的とした「安心・安全ネットワーク事業」など

地域環境に応じた事業の充実をはじめ、行政・企業・団

体等との協力体制を一層強化、広域連携事業の更なる推

進を図ることで、会員の皆様、地域の皆様から頼りにさ

れる商工会議所を目指し、「会員事業所の繁栄」、「地域

経済の発展」のため、役職員一同、積極的に提案・実効

を図っていく所存でございます。

結びに、本年も、会員の皆様、並びに関係各位の一層

のご支援とご協力をお願い申し上げますと共に、皆様方

の益々のご健勝とご多幸、社業の発展を心より祈念致し

まして、年頭の挨拶とさせて頂きます。
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新 春 を 迎 え て
愛知県知事

　 大 村 秀 章

あけましておめでとうございます。
新たな年が、県民の皆様方にとりまして、素

晴らしい１年となりますよう、心からお祈り申
し上げます。

昨年は、3月に「あいちビジョン2020」を策
定し、リニア新時代を見据えた大都市圏づくり
に向け、社会基盤の整備や産業振興、教育・人
づくりなどに全力を注いでまいりました。ま
た、「ESDユネスコ世界会議」、「技能五輪・ア
ビリンピックあいち大会2014」の開催などを通
じ、全国、世界に向け、愛知を大いに発信する
ことができました。

今年も、ビジョンの着実な推進を図りなが
ら、愛知の更なる飛躍を目指してまいります。

まず、世界に発信する「中京大都市圏」づく
りです。2027年度のリニア開業による5千万人
の大交流圏の実現をにらみ、名古屋駅のスーパ
ーターミナル化や鉄道・高速道路ネットワー
ク、空港、港湾の強化を図ってまいります。

また、燃料電池自動車を始めとする自動車産
業の高度化、航空宇宙産業やロボット、健康長
寿など次世代産業の育成・振興、企業立地の促
進、中小企業支援などに力を入れ、産業競争力
をより一層高めていくとともに、農林水産業の
パワーアップを図り、「産業首都あいち」の実
現を目指してまいります。

そして、こうした愛知を支える「人づくり」
に全力で取り組み、子ども、若者、女性、高齢
者、障害のある人など、すべての人が輝き、活
躍する愛知づくりを進めてまいります。

さらに、国内外を代表するスポーツ大会の育
成・招致に取り組むとともに、今年を「あいち
観光元年」と位置づけ、愛知の魅力を高め、積
極的に発信してまいります。

こうした取組のほか、戦略的なグローバル展
開、地震・津波対策などの安全・安心な地域づ
くり、「環境首都あいち」に向けた取組、地方
分権・行財政改革、東三河県庁を核とした地域
振興などにも力を注ぎ、愛知の総合力を一段と
高めてまいります。

さて、今年は、2005年の愛知万博から10周年
です。秋には、愛・地球博記念公園をメイン会
場に、「全国都市緑化あいちフェア」を開催し
ます。花と緑にあふれた愛知の魅力を感じてい
ただけるようしっかり取り組み、万博の成果を
継承・発信してまいりたいと思います。

これらの取組を通じ、「日本一元気な愛知」
の実現に向けて全力で取り組んでまいりますの
で、県民の皆様の一層のご理解とご支援をお願
い申し上げます。

平成27年元旦

税理士法人笠松&パートナーズ　　　税理士法人笠松&パートナーズ　　　税理士法人笠松&パートナーズ　　　

since1965新規開業 ( 会社設立または
個人青色申告 ) の悩み解決
簡単出納帳入力がクラウド
上で月額 800 円より !! 
相続対策  まずは現実を知
ることから
税務関係書類作成・提出の
心配から解放

〒444-1305  高浜市神明町 2-5-17
TEL 0566-53-7881   FAX 0566-54-2055
http://www.kasamatsu.gr.jp/pc/index.html

私たちは企業参謀をめざします

医療に支えられた質の高い介護サービス

介護付有料老人ホーム

全国有料老人ホーム協会正会員
博愛ナーシングヴィラ
〒448-0803　刈谷市野田町北口９５番地
☎（0566） 25-1600（JR 野田新町駅南）

http://www.hakuai.co.jp/
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年 頭 あ い さ つ
刈谷市長

　 竹 中 良 則

新年、明けましておめでとうございます。

刈谷商工会議所会員の皆様におかれましては、希

望に満ちた新春をお迎えのことと心からお慶び申し

上げます。

旧年中は、刈谷市の商工行政の推進にご理解とご

協力を賜りましたことを厚くお礼申し上げます。

さて、長く深刻な景気の低迷からようやく日本経

済が回復基調に至り、大企業を中心として、雇用環

境や経済情勢に明るい兆しが見え始めた一方で、円

安による材料調達コストの増加や企業の海外移転に

よる受注減など、中小企業の経営状況が厳しさを増

している側面もあり、本格的な景気回復への道の険

しさを再認識しているところでございます。

本市といたしましては、引き続き、市内産業の根

幹を支える中小企業、とりわけ小規模企業者の皆様

に向けた設備投資や融資の補助、業務改善に対する

支援を実施するなど、きめ細かな中小企業支援策を

推進するとともに、企業立地・誘致への取組みを強

化し、積極的に商工業振興を図ってまいります。

昨年は、刈谷市をはじめとした愛知県下８市に

おいて「技能五輪・アビリンピックあいち大会

２０１４」を開催いたしました。大会の開催にあた

り、会員の皆様をはじめとする市内企業、市民ボラ

ンティアなど、多くの方々のお力をお借りして、円

滑に運営できましたことをこの場をお借りして感謝

申し上げます。おかげをもちまして、全国各地から

多くの方々にご来場いただくことができました。ま

た、市内企業から出場された選手の皆様が優秀な成

績を収められたことを大変喜ばしく感じております。

本大会を通じて、この地の「ものづくり」の底力

を全国にアピールするとともに、次代を担う子供た

ちに、「ものづくり」の素晴らしさを伝えることが

できたのではないかと感じております。

そして、新たに迎えた本年は、市制施行６５周年

の節目の年を迎えます。市政にとりまして、新たな

飛躍のステージへの一歩となるよう各種施策を展開

してまいりますので、是非とも皆様のご支援、ご協

力をお願いいたします。

最後になりますが、刈谷商工会議所の益々のご発

展と会員の皆様のご活躍を祈念いたしまして、新年

のごあいさつとさせていただきます。

●高度な滅菌・消毒で安心・安全
●専門医・認定医による良質治療
●日曜日・祝日も診療しています

歯　　科
矯正歯科
小児歯科

　　刈谷市桜町４丁目 24 番地

s23-2222（デンソー本社前）

Z0120-148020
ホームページからもご予約できます
http://www.futamura.or .jp
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年 頭 あ い さ つ

　　 　 　 　 　 　 日 本 商 工 会 議 所
　　　会　頭　 三 村 明 夫

明けましておめでとうございます。
平成27年の新春を迎え、謹んでお慶び申しあげます。
日本商工会議所の会頭に就任して、₂回目の新年を迎えました。

就任以来、被災地も含めた各地の商工会議所、女性会、青年部、
会員各企業等、多くの関係者と意見を交換し、数多くの課題につ
いて議論を重ねてきました。

人口減などにより存立の危機に直面している地域や、円安がコ
ストアップに直結して苦しむ中小企業を目の当たりにしました。
同時に、明確な将来ビジョンを描き活力を生み出している地域
や、イノベーションに果敢に挑戦し成功している中小企業にも接
することができ、強い感銘を受けました。いずれの場面において
も、商工会議所が地域の大きな期待に応えるべく、積極果敢にリ
ーダーシップを発揮しており、その任務の大切さを実感いたしま
した。

わが国経済は、多くの経済指標が改善を示すなど、全体として
は明らかに回復の道をたどっており、20年続いたデフレを脱却し
つつあります。私は、アベノミクスの本質は需要創造政策だった
と思います。大規模な金融緩和、財政支出、民間活動の活性化に 
より、需要が増加し、需給ギャップは大きく改善されました。

マインド転換局面にある今こそ、資本蓄積、労働力、トータル
生産性の₃要素を向上させ、中長期的な経済成長を確実なものに
しなければなりません。やるべき課題は既に明らかですので、本
年は、官民ともに覚悟をもって、その解決に向けて実行・断行す
るときです。

政府には、安定政権でなければ実行できない痛みを伴う政策を
断行し、日本の明るい未来への確かな道筋を示して欲しいと思い
ます。社会保障給付の重点化・効率化は待ったなしであり、成長
戦略は論ずる段階は過ぎ、実行あるのみです。一層の規制改革に
よるイノベーションの喚起、国際的な立地競争力の強化、低廉で
安定したエネルギーの確保、人口減少の歯止めと地方創生などの
山積する諸課題に対する適切な政策が、間断なく実行されること
を期待します。

我々民間企業は、デフレマインドからの転換をチャンスと捉
え、リスクをとりながら事業展開し、事業収益を次の設備投資や
賃金増に結び付けなければなりません。経済の好循環を実現す
る原動力として、これまでの貯蓄主体から本来の投資主体に転換
し、積極的に行動することが求められているのです。

日本は、ＧＤＰに占める輸出比率が2012年実績で13.4％と、先
進国では9.9％の米国に次いで低い国です。ＧＤＰの₆割を占め
る個人消費が日本の成長をけん引、つまり日本はこれまで内需主
導で成長してきた国なのです。

しかし、今後の人口減少トレンドを考えると、内需の伸びは、
ありとあらゆる努力をしても、せいぜい₁～₂％程度と多くを望
めず、企業の成長のためにはどうしても外需を積極的に取り入れ
ることが必要です。現状、売上高輸出比率が₂％台の中小企業
も、14％程度の大企業も、さらなるグローバル化の余地は大であ
り、新興国の需要等を積極的に捉えていくことが求められます。

海外現地生産という選択肢もありますが、我が国の人的資源や
技術力の高さといった強みに加え、円安メリットも活かしなが
ら、国内設備投資により供給能力を高め、輸出競争力を強化する
ことも重要な戦略です。円安は、中小企業にとっては恩恵をフル
に享受できるものではなく、むしろ原材料コスト増につながりま
す。しかしながら、現在の円安はしばらく定着すると覚悟せざる
を得ません。何とか円安をメリットにつなげられるように知恵を
絞らなくてはなりません。いくつかの中小企業が、生産拠点を海

外から日本に戻した、あるいは戻す計画だという話も聞いてお
ります。もちろん、そのための 環境整備として、ＴＰＰの締結、
主要国とのＥＰＡ締結、法人税の減税なども急務ですので、政府
等に積極的に働きかけてまいります。

このように我が国は、デフレマインドから脱却し、成長に向け
た施策を実行することが急がれますが、二つの大きな構造的課題
にも直面しています。一つは、「人口急減と 超高齢化の加速化」、
もう一つは「地方疲弊の深刻化」です。

私は、経済財政諮問会議のもとに設置された「選択する未来」
委員会の委員長として、50年後の日本の未来像と2020年までに取
り組むべき課題をまとめ、昨年11月に報告書を公表しました。

本報告の第一の目的は危機感の共有です。政府、地方自治体、
民間企業、大学等の学術機関、市民など、あらゆる関係者が直面
する人口急減、地方消滅の危機感を共有化し、一体的な取り組み
を推進すべきことを提言しました。第二は、希望の持てる日本の
未来は選択することができる、そのためには、我々は未来ではな
く今取り組まなければならない課題に直面していることから、そ
の解決の方向性を提示することでした。

選択する未来委員会で提言した「50年後に１億人程度の安定し
た人口構造を保持すること」が、政府の「骨太の方針」に盛り込
まれました。その実現のためには、少子化対策支出の倍増、生産
性の飛躍的向上、男性の働き方改革など、ありとあらゆる対策を
総動員する必要があります。各地の商工会議所が取り組んでいる
婚活イベントなども直接的な効果の期待できる重要な取り組みで
すので、是非積極的に推進していただきたいと思います。

地方創生は大変困難な課題です。何しろ30年に亘る少子化、20
年に及ぶデフレが地方の疲弊をもたらしたわけで、簡単に解決で
きるものではありません。地方には、観光、農林水産業、地方大
学など、まだ十分に活用しきれていない資源があります。こうし
た資源を如何にうまく地域の活性化に結び付けていくか、そして
それを如何に若者の働く場につなげていくかが創生の鍵です。ま
さに、商工会議所が重点的に取り組んでいる「地域の再生」と直
結する課題であります。

全国約1800の市区町村には1800の処方箋があるはずです。地方
創生は、その地方が自ら知恵を絞り、解決策を生み出す、すなわ
ち当該地方の主体性、創意と熱意なくして成しえません。それゆ
えに、中立的な立場で多くの関係者をまとめ上げる強みを持つ商
工会議所への期待は非常に大きくなっています。地方創生におい
ても、各会議所が強いリーダーシップを発揮していただきたいと
思います。

また、震災復興の加速化に向けては、全国514商工会議所の絆
をもとに実施している「遊休機械無償マッチング支援プロジェク
ト」や「販路回復・拡大」などの活動を精力的に継続しなければ
なりません。一日も早い本格復興に向けて、現地が必要としてい
る施策を丁寧に取りまとめ、政府などへ提言してまいります。

我々商工会議所が、自治体の首長や地域住民などあらゆる関係
者とともに危機感を共有化した上で、知恵を絞り、実行する力を
発揮すれば、現下の危機は乗り越えられるはずです。514商工会
議所のネットワーク力など自らの強みに改めて自信を持ち、中 
小・小規模企業の活力強化や地域再生に積極果敢に邁進すれば、
地域から日本の底力を上げる大きな原動力となります。

本年は戦後70年という節目の年でもあります。日本の新たな再
出発に向けて、大いなる気概と自信と明るさを持ち、「実行ある
のみ」を合言葉に、前に向かって動き出し ましょう。皆さまの
一層のご支援とご協力を心からお願い申しあげます。
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　平成26年12月９日㈫、刈谷市役所南側駐車場におきまして、刈谷市の市民有志で構成される「防犯
パトロール隊の出発式」が行われ、刈谷商工会議所が「安心・
安全ネットワーク事業」で作成した「交通安全啓発反射タスキ
（記載：自分で命を守る）」660本（市内22地区×30本）をパ
トロール隊に寄贈致しました。
　出発式では、総勢約170名の方が、参加され、最初に刈谷警
察署の中村隆則署長、刈谷防犯協会連合会の川口孝嗣会長のご
挨拶の後、太田宗一郎会頭よりパトロール隊を代表して、刈谷
防犯協会連合会の川口孝嗣会長に反射タスキを寄贈し、今後、
パトロール隊の皆様が安全に巡回して頂き、防犯活動・交通安
全の一助としてお役立て頂きたいと思います。

遊休機械無償マッチング支援プロジェクト
トヨタ紡織で出発式

交通安全反射タスキを防犯パトロール隊に寄贈

　平成26年11月27日㈭、トヨタ紡織㈱本社（豊田佐吉像前）におきまして、第12回目となる遊休機械
無償マッチング支援プロジェクトの出発式を行いました。
　今回は、トヨタ紡織㈱、ＴＢ物流サービス㈱、㈱デンソー、サンエイ㈱、㈱富士萬、杉山機工㈱、近
藤精工㈱、㈱テクノアルファの８社より、４トントラック・フォークリフト・業務用冷蔵庫など計24
点を被災地へ寄贈しました。出発式の来賓として、仙台商工会議所の佐藤盛雄（さとうもりお）常務理
事、伊藤亨係長をお招きしました。
　また、提供先企業の代表として、東日本大震災の津波で、
全壊してしまった宮城県気仙沼市より、Ｍｉｏテクノロジー
㈱　大和田有悦社長にご出席頂きました。
　今回の提供品は、宮城県気仙沼市・石巻市、岩手県大船渡
市の被災企業に贈られ、復興支援の一助として、活躍します。
　これまでに、133社の事業所にご協力頂き、3321点の機
械・工具・車両の無償提供致しました。誠にありがとうござ
いました。今後とも本プロジェクトへのご協力を宜しくお願
い申し上げます。 トヨタ紡織㈱本社

（左）川口孝嗣会長・（右）太田宗一郎会頭
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去る12月5日㈮工業第二部会恒例の行事、「山の神大祭」が市原稲荷神社の境内末社「山神社」にて開催されました。
この行事はことし一年の感謝と会員事業所の安全と繁栄、無病息災

を祈念するもので当部会から14名の参列者により行われ、氏子の皆様
とともに厳かに執り行われました。

稲荷信仰は田の神の信仰であって、春の耕作のはじめに、この神を
迎え、秋の収穫のおわりに、この神を送るという思想から、山の神が
春に下って田の神となり、秋には山に戻って山の神となるという信仰
を生むに至っており ｢山神神社」は、この山の神を祭っています。

当部会を代表して部会長のカリモク家具株式会社　加藤英樹様、副
部会長の友澤木工株式会社 友澤優之社長と株式会社近藤組　早川佳
樹総務部長が玉串奉奠、拝礼を行い、会員事業所の繁栄と安全を祈願
しました。

サービス第一部会 大阪の新名所・あべのハルカス　視察研修会

工業第二部会 「山の神大祭」開催

サービス第一部会（部会長：松井秀仁氏）は11月21日㈮、23名の参加により、視察研修会を開催致しました。
今回の視察の目玉は、大阪阿倍野地区にて、平成26年3月にグランドオープンし、地上300メートル（地上60階、

地下5階）を誇る「あべのハルカス」。“日本一高い”ビルの知名度から、この地域や大阪におけるランドマークタワー
として、今なお、情報発信力が強く、多くの集客・関心を集める。

この超高層複合施設ビル内には、百貨店、オフィス、ホテルのみならず美術館も有するなど、「新たな価値・独特
の魅力の創出を体現する空間」とのコンセプトから、施設としての魅力づくりにも力を入れている。それと共に、こ
の阿倍野天王寺地区が、大阪における“暮らしの街”のイメージや、歴史と文化が感じられる名所旧跡が多くある、“魅
力を秘めたエリア”であることから、地域との協働によって都市の活性化を目指すべく、このランドマークタワーを
中心に、イベントやエリアＰＲ活動などの取り組みにより、街全体を盛り上げている印象を受けた。

最上階を目指し、エレベーターの上昇スピードに驚く間に到
着した、地上60階の展望台からは、大阪城がかなり小さく見
えたのが、それが展望台の高さを物語っており、六甲山を望み
明石海峡大橋までしっかり見ることができた。58階には、天
空庭園があり、上空までの吹き抜け構造で、地上300メートル
の空気を感じることができたのも貴重な体験であった。

また、大阪の観光名所として有名な、なんばグランド花月
界隈では、その賑わいを体現する様子を視察すると共に、大
阪発の最新の笑いを観劇した。

一日の視察を通して、大阪の地域づくり・魅力の創出に触
れる大変有意義な研修会となりました。 なんばグランド花月の前にて記念撮影

部会長の加藤英樹様

部会の動き部会の動き部会の動き

代表社員税理士　天野卓男
社会保険労務士　守山暁子

刈谷市幸町２-３-３
電話 0566-23-3240  FAX 0566-22-9544

【本社】株式会社ファミーユ　刈谷市青山町1-156-2

市営斎場（青山斎園）での、施行承ります。

365日 24時間年中受付中
10120-12-1616

ファミーユ刈　谷　
ファミーユ知　立
ファミーユ青山斉園前
ファミーユ高浜碧南

ファミーユ半田東浦
ファミーユ阿 久 比
ファミーユ阿久比別館
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かりや商人大学 第 17 弾

かりや商人大学 第 18 弾

　今回の商人大学は、広小路の萬屋砂糖店 城處 君代 氏を講師に迎え、栄養たっぷりの「アーモンド入り
たつくり」と電子レンジで簡単に作れる「小倉カステラ」を作ります。「アーモンド」と「たつくり」は
相性バッチリで、カルシウム不足がおいしく解消でき、「小倉」には、ポリフェノールが多く含まれてい
るなど、『健康志向のお菓子作り教室』開催のご案内です。ぜひ、この機会にお気軽にご参加ください。

健康志向のお菓子作り教室

　いろんな素材を使った簡単アレンジでいつもと少し違ったお菓子作りをしてみませんか？普段のお菓子
がワンランクアップしたものになりますよ。
　今回の商人大学では、小垣江町のＫＴ Ｆｏｏｄ Ｌａｂ．代表取締役 柘植 祥史 氏を講師に迎え、パン
ケーキと米粉のクッキーミックスを使ってクッキー作りを体験して頂きます。ぜひ、この機会にお気軽に
ご参加ください。

簡単アレンジで
　　　ワンランクアップのお菓子作り

○日　　時　平成27年２月23日（月）　14時00分～16時00分
○講　　師　ＫＴ Ｆｏｏｄ Ｌａｂ．　代表取締役　柘植 祥史 氏
○場　　所　刈谷市総合文化センター　３階　調理実習室
○定　　員　１５名（先着順）
○参 加 費　お一人　３００円（参加費は当日徴収いたします。）
○申込期間　２月９日（月）～２月13日（金）（必着）

申込方法・問合せ先
①事業所名・②氏名・③住所・④電話番号・⑤年齢を記載したハガキの郵送もしくはＦＡＸにてお申込み下さ
い。受付は先着順とさせていただきます。
住所：刈谷市新栄町３－26　ＴＥＬ ２１－０３７０　ＦＡＸ ２４－６０４９
　　　刈谷商工会議所　担当　安達まで

○日　　時　平成27年２月19日（木）　14時00分～16時00分
○講　　師　萬屋砂糖店　城處 君代 氏
○場　　所　刈谷市総合文化センター　３階　調理実習室
○定　　員　１５名（先着順）
○参 加 費　お一人　３００円（参加費は当日徴収いたします。）
○申込期間　２月９日（月）～２月13日（金）（必着）


